
まちの発展と文化財にまつわる秘話などを歴史ニュースとして紹介します。
▶問合せ　播磨町郷土資料館　学芸員　渡辺昇　☎079（435）5000

　大中遺跡からは多くのイイダコ壺が出土して
います。播磨灘や大阪湾周辺で遺跡の調査に携
わっていますとイイダコ壺はよく見る一般的な
遺物です。あまり特殊なものという印象はあり
ませんでした。ところが、震災復興調査で全国
から応援いただいた時に「この遺物は何？」と
聞かれることがあり驚きました。私たちはよく
見ていますので、はじめて珍しいものであるこ
とを認識しました。大中遺跡は海岸から 2.6 ㎞
離れていますが、大半の住居跡・土坑からイイ
ダコ壺が出土しています。米つくり・鉄つくり
以外に漁業も大きな生業の１つと思われます。
　イイダコ壺漁は大阪湾ではじまり播磨灘に中
心が移っていきます。これは海流や海底の砂地
の状態でイイダコの生息域が移動したのではと
考えられています。その後、弥生時代の終わり
ごろに周防灘さらに玄界灘（博多湾）に伝わっ
たと思われます。弥生時代にはこの４地域だけ
でイイダコ壺漁が行われていました。西側の 2
地域は近畿とは別の土器変化をしています。近
畿はコップ形ですが、九州はコップ形・鉢形で
す。古墳時代後期になると近畿では釣鐘形に大
きく変化しますが、九州ではコップ形・鉢形の
ままです。

　古墳時代後
期になって備
讃地域でもイ
イダコ壺漁が
行われるよう
に な り ま し
た。ここは釣
鐘形のイイダ
コ壺で、近畿
から伝わったと思います。
　播磨灘でのイイダコ壺出土地は多く、播磨名
物であったことは言うまでもありません。江戸
時代の「日本山海名産図会」にも高砂飯蛸と記
されています。名産品としてマダコとともに、
現代の明石ダコまでつながっているのではと思
います。

播磨灘名産イイダコ壺

すおうなだ げんかいなだ

つりがね

いいだこ

あんぜん・あんしん
　　　 暮らしのメモ帳
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▲兵庫県漁具図解（関西学院大学図書館蔵）

▲海上がりのタコツボ

播磨ふれあいの家だより播磨ふれあいの家だより

▶申込み・問合せ　播磨ふれあいの家☎０７９（６７８）１４８１　朝来市多々良木1244-1
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宿泊料金変更のお知らせ
町民にはウレシイ減額のお知らせです
　平成28年７月１日から宿泊料金を変更します。
●播磨町在住者は、平日は現行より500円減額
●町外在住者は、休日前は現行より1,000円増額
ＧＷ・お盆・年末年始などの繁忙期は、現行より2,000円増額
●朝来市在住者は、現行どおり変更はありません。
詳しくは、下記料金表および、平成28年度カレンダーをご覧
ください。
▼料金表（消費税込）

平成28年度カレンダー　平成28年７月１日～29年３月31日
■平日料金　播磨町在住￥500減額
■休日前料金　町外在住￥1,000増額
■ＧＷ、お盆、年末年始の料金　町外在住￥2,000増額

日曜日、祝日（休日前を除く）料金　改定なし
７月
日
　
3
10
17
24
31

月
　
4
11
18
25

火
　
5
12
19
26

水
　
6
13
20
27

木
　
7
14
21
28

金
1
8
15
22
29

土
2
9
16
23
30

８月
日
　
7
14
21
28

月
1
8
15
22
29

火
2
9
16
23
30

水
3
10
17
24
31

木
4
11
18
25

金
5
12
19
26

土
6
13
20
27

日
　
4
11
18
25

９月
月
　
5
12
19
26

火
　
6
13
20
27

水
　
7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

土
3
10
17
24

10月
日
　
2
9
16
23
30

月
　
3
10
17
24
31

火
　
4
11
18
25

水
　
5
12
19
26

木
　
6
13
20
27

金
　
7
14
21
28

土
1
8
15
22
29

11月
日
　
6
13
20
27

月
　
7
14
21
28

火
1
8
15
22
29

水
2
9
16
23
30

木
3
10
17
24

金
4
11
18
25

土
5
12
19
26

日
　
4
11
18
25

12月
月
　
5
12
19
26

火
　
6
13
20
27

水
　
7
14
21
28

木
1
8
15
22
29

金
2
9
16
23
30

土
3
10
17
24
31

１月
日
1
8
15
22
29

月
2
9
16
23
30

火
3
10
17
24
31

水
4
11
18
25

木
5
12
19
26

金
6
13
20
27

土
7
14
21
28

２月
日
　
5
12
19
26

月
　
6
13
20
27

火
　
7
14
21
28

水
1
8
15
22

木
2
9
16
23

金
3
10
17
24

土
4
11
18
25

日
　
5
12
19
26

３月
月
　
6
13
20
27

火
　
7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24
31

土
4
11
18
25

播磨町内在住
町外在住
朝来市在住　

現　行
4,725円
5,250円
4,725円

改定後
※4,225円

5,250円
4,725円

現　行
4,725円
5,250円
4,725円

改定後
4,725円

※6,250円
4,725円

現　行
4,725円
5,250円
4,725円

改定なし
4,725円
5,250円
4,725円

平　日 休日前 繁忙期 日曜日・祝日
（休日前は除く）

※強調文字は料金が改定される部分です。

改定後
4,725円

※7,250円
4,725円

3637
広報はりま 28.7広報はりま 28.7


